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a 培養7週間自の組織 (3枚の初期葉が見られる)
b培養13週間自の組織 (このサイズで沖出しする)
c海中に沖出しした藻体
dサザエ礁に結着、沖出しした藻体

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
組
織
培
養
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部
技
師
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川
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本
県
日
本
海
沿
岸
で
は
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
美
し
い
藻
場
が

見
ら
れ
ま
す
。
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
ゴ
モ
な
と
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

コ
ン
ブ
が
自
生
し
な
い
地
域
で
は
、
エ
コ
ノ
リ
、
モ
ヅ
ク
の
着
生

藻
や
サ
ザ
エ
、
ウ
ニ
の
餌
と
し
て
、
ま
た
、
ハ
タ
ハ
タ
、
メ
バ
ル

の
産
卵
場
、
幼
仔
の
育
成
場
と
し
て
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ン
ブ
や
ワ
カ
メ
と
異
な
リ
、
胞
子
の
数
が
少
な
い

上
に
、
イ
チ
ョ
ウ
の
よ
う
に
機
株
、
雌
株
に
別
れ
て
い
る
た
め
、

採
苗
が
大
変
困
難
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
積
極
的
な
増
養
殖
は
行

わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
海
草
部
で
は
、
組
織
培
養
に
よ

る
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
採
苗
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
組
織
培
養
は
海

藻
の
茎
な
ど
を
ア
ル
コ
ー
ル
で
滅
菌
し
た
後
、
細
か
く
刻
ん
で
培

養
す
る
も
の
で
、
最
近
、
マ
ツ
モ
や
ト
サ
カ
ノ
リ
な
ど
で
試
み
ら

れ
て
お
り
、
い
つ
で
も
採
苗
で
き
る
う
え
、
海
藻
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、
胞
子
か
ら
探
聞
す
る
よ
り
容
易
な
も
の
も
あ
り
ま
す
。

写
真
は
組
織
培
養
し
た
フ
シ
ス
ジ
モ
ク
と
い
う
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

の
一
種
で
す
が
、
こ
の
方
法
で
比
較
的
効
率
的
に
採
箇
で
き
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
、
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
種
苗
を
、
深

浦
町
や
水
産
増
殖
セ
ン
タ
ー
の
前
浜
で
養
成
し
て
、
そ
の
生
長
を

調
べ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
採
苗
法
の
開
発
を
続
け
、
近
い
将
来
藻
場
つ
く

り
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
庁
舎
新
築
に
伴
い
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
無
菌
室
に

よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
技
術
開
発
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
、
終

わ
り
に
付
記
し
ま
す
。
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フ
ノ
リ
築
磯
漁
場
に
つ
い
て

海
草
部
主
任
研
究
員

み
そ
汁
の
具
と
な
る
海
藻
は
多
い
も
の

の
、
フ
ノ
リ
は
最
も
磯
の
香
リ
が
楽
し
め

る
も
の
と
い
え
ま
す
。
み
そ
汁
の
具
の
他
、

フ
ノ
リ
は
そ
ば
の
つ
な
き
ゃ
和
服
の
糊
料

な
と
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
本
県
沿
岸
で

も
コ
ン
ブ
、
モ
ツ
ク
と
並
び
、
よ
く
漁
獲

さ
れ
る
海
藻
で
す
。

一
般
に
、
本
県
沿
岸
に
見
ら
れ
る
フ
ノ

リ
は
、
フ
ク
ロ
フ
ノ
リ
と
い
う
種
類
で
す

が
、
海
中
で
は
珪
藻
が
付
着
し
て
枯
れ
て

し
ま
う
た
め
、
干
潟
に
よ
く
生
育
す
る
性

一民
が
あ
リ
ま
す
。
こ
の
性
質
を
利
用
し
て
、

干
潟
に
投
石
し
フ
ノ
リ
増
殖
を
成
功
さ
せ

た
県
人
が
い
ま
す
。
下
北
郡
風
間
浦
村
下

風
呂
の
網
元
、
佐
賀
平
之
丞
は
、
漁
港
工

事
の
捨
て
石
に
フ
ノ
リ
が
着
生
す
る
の
を

発
見
し
、
私
財
を
な
げ
う
っ
て
投
石
を
行

い
、
村
人
を
潤
し
た
と

『
日
本
漁
民
伝

(水
産
社
)』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

日
本
の
フ
ノ
リ
増
殖
の
さ
き
が
け
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
一

八
()()
年
代
の
半
ば

と
い
い
ま
す
か
ら
、
今
か
ら
一
五
O
年
余

り
も
昔
の
-
」
と
で
す
。

平
成
四
年
六
月
、
フ
ノ
リ
増
殖
発
祥
の
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長
が
劣
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
詳
細
に
調
査
し
た
結
果
、
図

3
に
示
し
た
と
お
り
、
海
側
の
端
か
ら
陸

方
向
に
お
お
む
ね
一
五

m
以
上
中
央
よ
り

の
場
所
で
は
フ
ノ
リ
の
生
育
密
度
が
急
激

に
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
漁
場
の
両
端
か
ら
岸
沿
い
に
七

m
以

上
中
央
に
よ
る
と
生
育
密
度
の
減
少
も
み

ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
フ
ノ
リ
を
対
象
と
す
る
築

磯
漁
場
を
造
成
す
る
場
合
、
岸
に
沿
っ
て

一
()
m
程
度
の
幅
で
投
石
す
る
の
が
望
ま

し
い
と
い
え
ま
す
。
海
岸
線
が
限
ら
れ
て

い
る
地
域
で
は
、
帽
を
も
っ
と
広
げ
る
必

裂
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、
長
さ
一
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の
で
、
調
査
は
漁
場
内
の
三
十
四
地
点
に

つ
い
て
海
謀
を
枠
取
り
採
取
し
て
フ
ノ
リ

の
大
き
さ
や
重
さ
を
測
り
ま
し
た
。
結
果

は
、
図
I
の
と
お
り
場
所
に
よ
っ
て
フ
ノ

リ
の
生
育
密
度
は
異
な
リ
、
陸
側
を
除
く

漁
場
の
端
の
部
分
で
は
比
較
的
良
好
な
フ

地
で
あ
る
風
間
浦
村
に
、
全
国
的
に
見
て
ノ
リ
の
生
育
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
向
蕩

も
大
規
慎
な
フ
ノ
リ
を
対
象
と
す
る
築
磯
の
中
央
や
陸
側
の
部
分
で
は
生
育
密
度
は

漁
場
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。
海
草
部
で
は
、
低
い
値
を
示
し
ま
し
た
。
生
育
密
度
ば
か

先
人
の
労
苦
に
敬
意
を
表
し
て
、

平
成
五

り
で
な
く
、
図
2
に
示
し
た
フ
ノ
リ
の
体

年
四
月
に
こ
の
漁
場
の
調
査
を
実
施
し
、
長
も
、
漁
場
中
央
で
は
、
漁
場
の
端
の
も

効
率
的
造
成
方
法
な
と
を
検
討
し
た
の
の
に
比
べ
短
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

で
、
そ
の
概
要
を
述
べ
ま
す
。

フ
ノ
リ
は
海
に
面
し
て
直
接
潮
を
浴
び
る

築
磯
漁
場
は
干
潟
の
約
二
二

ο
m×
四
よ
う
な
場
で
良
く
生
長
す
る
も
の
の
、
漁

O
m
の
広
さ
に
投
石
し
て
造
成
さ
れ
た
も
場
中
央
な
ど
の
潮
通
し
が
恐
い
場
で
は
生

g
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五
m
を
目
途
に
漁
場
を
区
切
る
よ
う
に
投

石
す
れ
ば
、
漁
場
内
の
フ
ノ
リ
が

一
様
に

成
長
す
る
た
め
、
効
率
的
な
築
磯
漁
場
が

造
成
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
二
月
に
、
風
間
浦
村
で
は
.
村
、

治
協
と
観
光
協
会
が
企
画
し
た

『
フ
ノ
リ

採
リ
体
験
ツ
ア
l
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ノ
リ
貝
焼
き
や
フ
ノ
リ
風
呂
な
ど
が
好

評
を
博
し
た
そ
う
で
す
。

築
磯
漁
場
が
漁
業
生
産
の
向
上
に
加
え

て
、
観
光
な
ど
の
村
興
し
ゃ
、
教
育
、
憩

い
の
場
と
し
て
地
域
の
人
々
に
役
立
て

ば
、
初
期
の
目
的
を
越
え
る
多
く
の
効
果

が
期
待
で
き
る
も
の
と
、
調
査
を
終
え
た

今
、
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各調査点、におけるフクロフノリ平
均体長縦線は標準偏差の範囲

~ - ~ 
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漁場中央の調査線におけるフクロフ

ノリ平均生育密度
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は
じ
め
に

ホ
タ
テ
ガ
イ
等
の
二
枚
貝
が
、
特
定
の

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
を
捕
食
す
る
こ
と
で
人

間
に
有
害
な
毒
を
持
つ
よ
う
に
な
る
現
象

を
「
貝
類
の
毒
化
」
と
い
い
、
そ
の
毒
を

「
貝
毒
」
と
称
し
て
い
ま
す
。
毒
化
し
た

貝
を
食
べ
る
と
食
室
雪
起
-
」
す
」
と
が

あ
り
、
現
在
、
こ
の
貝
毒
に
は
次
の
二
種

類
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

①

麻
ひ
性
貝
毒
頭
痛
、
め
ま
い
、
吐

き
気
を
と
も
な
う
手
足
の
し
び
れ
や
呼

吸
困
難
の
症
状
を
お
こ
す
も
の
で
、
原

図
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
と
し
て
ア
レ
キ
サ
ン

ド
リ
ュ
ウ
ム

・
タ
マ
レ
ン
セ
等
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

②

下
痢
性
貝
毒
お
う
吐
、
下
痢
、
頭

痛
の
症
状
を
起
こ
す
も
の
で
、
原
岡
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
と
し
て
デ
イ
ノ
フ
イ
シ

ス
・
フ
ォ
ル
テ
イ
等
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。

陸
奥
吟
で
は
例
年
、
春
か
ら
秋
に
か
け

て
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
下
痢
性
貝
毒
値
が
規
制

値
を
越
え
る
こ
と
か
ら
出
荷
自
主
規
制
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

1. 

口

伸出現数D.fortii 

2・ム
'ロ

害
時
化
原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
種

類
と
そ
の
出
現
状
況
に
つ
い
て

下
痢
性
貝
毒
の
原
恩
ノ
ラ
ン
ク
ト
ン
と

し
て
は
植
匂
/
ラ
ン
ク
ト
ン
で
あ
る
渦
鞭

毛
藻
類
の
デ
イ
ノ
シ
ス
属
の
フ
ォ
ル

テ
ィ
、
ア
ミ
キ
ュ

l
夕
、
ミ
ト
ラ
、
ロ
ツ

ン
ダ
l
夕
、
ノ
ル
ベ
ヂ
カ
及
び
ト
リ
ポ
ス

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
フ
ォ
ル
テ
イ
と

ア
ミ
キ
ュ

l
タ
が
そ
の
代
表
格
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
デ
イ
ノ
フ
イ
シ
ス

・

フ
ォ
ル
テ
イ
の
出
現
数
は
、
四
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
多
く
、
ま
た
、
マ
ウ
ス
の
毒

力
は
、
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
高
く

Z 

-東湾定点

。西湾定点
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，園、

な
っ
て
お
り
ま
す
。
(図
l
)

フ
ォ
ル
テ
イ
は
、
水
拡
が
九
ら

一
七
℃

(一

0
3
一一

℃
で
特
に
多
い
)
、
塩
分
が

三
二

・
四
ら
三
四
・
二

(三
三

・
O
前
後

で
特
に
多
い
)
の
水
塊
中
に
出
現
し

(図

2
)
、
特
に
上
に
軽
い
水
、
下
に
重一
い
水

が
分
布
す
る
安
定
し
た
構
造
す
な
わ
ち
成

層
構
道
が
発
達
し
た
時
、
概
ね
、
水
深
一

五
1
三
C
m
に
多
く
出
現
し
ま
す
。
し
か

し
、
フ
ォ
ル
テ
イ
が
ど
の
様
な
状
況
で
繁

殖
が
旺
盛
に
な
る
の
か
は
、
フ
ォ
ル
テ
イ

自
体
ま
だ
飼
育
で
き
な
い
の
で
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
フ
ォ
ル
テ
イ
の

-東湾定点

。西湾定点

ot~ htph 生」叶JJJkmbhA

下
痢
性
貝
毒
の
原
恩
ノ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
み

が
見
ら
れ
、
マ
ヒ
性
貝
毒
の
原
図
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
下
痢
性
貝
毒
の
毒
値
が
高
ま

リ
出
荷
自
主
規
制
が
か
か
れ
ば
ホ
タ
テ
ガ

イ
は
ウ
ロ
を
取
っ
て
出
荷
を
す
る
等
面
倒

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
伝
こ
と

も
あ

っ
て、

貝
毒
の

原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
生
態
、
ホ
タ
テ
ガ

イ
等
の
貝
類
に
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
が

有
す
る
貝
毒
が
ど
の

よ
う
に
蓄
積
す
る
の

か
等
に
つ
い
て
究
明

す
る
こ
と
は
重
要
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
下
痢
性

貝
毒
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
の
調
査
、
研
究

で
わ
か
っ
た
こ
と
及

び
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
述
べ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

マウス毒力の変化
n
H
U

F

h

d
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陸奥湾定点における D.fortii出現数と
マウス毒力の変化

図 1

飼
育
を
試
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
c

員
毒
の
成
分
と
毒
化
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
に
分
か

っ
て
い
る
下
痢
性
貝

毒
の
成
分
と
し
て
は
、
デ
イ
ノ
フ
イ
シ
ス

ト
キ
シ
ン
、
オ
カ
ダ
酸
等
(
表
l
)
が
知

a 下痢性貝毒の成分

成 分 名 主主 状

DTX 1• DTX3 (ディノフィシストキシン)酸性で‘下痢原性有。 D.forti i等から検出。

OA (オカタ酸) 画会性で下痢性原性有。 D.forti i等から検出。

PTX 1 • 2' 3 '6" (ペクテノトキシン) 中性で下痢原性無 ・肝臓毒性有。由来不明。

YTX1 (エソトキシン) 酸性で下採'1原性無・ l呼l胸湖・判11*時。由来不明。

遊離胸j方酸 酸性で下痢原性無。由来不明。

表 1
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ら
れ
て
い
ま
す
。
ホ
タ
テ
ガ
イ
、
ム
ラ
サ

キ
ガ
イ
等
の
貝
類
が
毒
化
す
る
の
は
毒
化

原
田
/
ラ
ン
ク
ト
ン
を
貝
類
が
海
水
中
に

よ
り
他
の
餌
と

一
緒
に
取
り
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
毒
化
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
毒
化

原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
出
現
が
多
い
と
や

は
り
貝
類
の
毒
力
も
強
ま
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
(
図
l
)。

原
因
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
代
表
格
で
あ
る

一
ア
イ
ノ
フ
イ
シ
ス

・
フ
ォ
ル
テ
イ
は
体
長

六
五
1
七
()
ミ
ク
ロ
ン
、
体
幅
四
()
1
四

七
ミ
ク
ロ
ン
、
デ
イ
ノ
フ
イ
シ

ス
・
ア
ミ
キ
ュ

l
タ
は
体
長
四

()
ら
五
()
ミ
ク
ロ
ン
、
体
幅
三

C
1
四
O
ミ
ク
ロ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。
陸
奥
湾
の
水
深
三
O

m
の
地
点
の
海
水
を
大
量
に
汲

み
上
げ
、

こ
れ
ら
原
因
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
含
む
粒
子
か
ら
で
き

て
い
る
浮
遊
懸
濁
物
を
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
ネ
ッ
ト
(
網
目
二
()
ミ

ク
ロ
ン
)
で
大
量
に
採
集
す
る

と
同
時
に
採
水
地
点
の
近
く
で

養
殖
し
て
い
る
ホ
タ
テ
ガ
イ
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
懸
濁

物
と
ホ
タ
テ
ガ
イ
に
含
ま
れ
る

下
痢
性
貝
毒
成
分
の

一
つ
で
あ

る
デ
イ
ノ
フ
ィ
シ
ス
ト
キ
シ
ン

の
量
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
懸
濁
物
に
合

青森県水産増殖センターだより第67号

ま
れ
る
デ
イ
ノ
フ
イ
シ
ス
ト
キ
シ
ン
の
量

が
増
加
し
、
あ
る
レ
ベ
ル
に
達
し
た
後
約

二
週
間
後
に
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
中
腸
腺
に

含
ま
れ
る
デ
イ
ノ
フ
イ
シ
ス
ト
キ
シ
ン
の

量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
下
痢
性
貝
毒
の

原
図
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
含
む
浮
遊
懸
濁
物

に
含
ま
れ
る
一
ナ
イ
ノ
フ
イ
シ
ス
ト
キ
シ
ン

の
量
が
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
中
腸
腺
に
蓄
積
さ

れ
る
ま
で
に
要
す
る
時
間
は
長
く
て
も
一一

週
間
程
度
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
(図
3
)

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
毒
成
分
の
種
類
、

O
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ホ
タ
テ
ガ
イ
の
生
理
状
態
等
に
よ
っ
て
も

異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
今
後
も

毒
成
分
毎
の
蓄
積
、

排
出
の
機
構
を
は
じ

め
ホ
タ
テ
ガ
イ
が
摂
取
す
る
餌
の
種
類
や

大
き
さ
等
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
追
究
し
て

い
く
必
要
か
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
陸
奥
湾
に
お
け
る
こ
こ
二
ら

三
年
の
毒
化
傾
向
は
低
い
レ
ベ
ル
に
あ
り

(図
4
)
、
原
岡
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
代
表
格

で
あ
る
デ
イ
ノ
フ
イ
シ
ス
フ
ォ
ル
テ
イ

も
少
な
い
出
現
数
と
な
っ
て
お
リ
ま
す
が

(図
5
)
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
分
析
も
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
c
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図4 陸奥湾産ホタテガイの
年間最高毒力の推移

図5 陸奥湾定点における D.fortiiの
年間最高出現数の推移
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解
毒
(
毒
抜
き
)
手
法
の

試
み
こ
れ
ま
で
に
棟
々
な
手
法
に
よ
リ
解
毒

試
験
を
行
っ
て
み
ま
し
た
。
例
え
ば
、
貝

毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
含
む
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

及
び
懸
濁
物
を
憾
過
し
た
き
れ
い
な
海
水

で
ホ
タ
テ
ガ
イ
を
飼
育
す
る
試
み
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
あ
る
程
度
ま
で

は
毒
力
は
低
下
し
ま
す
が
、
規
制
値
以
下

に
は
な
か
な
か
な
ら
ず
、
こ
の
方
法
は
実

用
的
で
は
な
い
守
」
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
他
オ
ソ
ン
海
水
で
の
飼
育
館
苛
様
々
な

試
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
、
有
効
な
解
毒
の
方
法
は
見
つ

か
っ
て
お
リ
ま
せ
ん
。

4. 

実測値(ln(D.hIO)) 

0 

01/28 03116 03/29 04m 04129 05112 OS/27 06/16 07115 08/11 09/08 09/29 10/13 10/26 

02/27 03/23 似/07 ω120 05/06 05119 06/12 07/01 07128 08/25 09/23 10/06 10120 12115 

測定月日

予測式l

-2 
1/30 3119 3/31 4Il4 4/30 5112 5127 6/17 7/14 8/11 9/8 9129 10/13 10127 

2/28 3/24 417 ml  5/6 5/19 6/11 6/30 7/28 8125 9/22 10/6 10120 12/18 

測定月日

予測式2
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図6

海
況
自
動
観
測
デ

i
タ
を
利

用
し
た
貝
毒
予
知
手
法
開
発

ホ
タ
テ
ガ
イ
の
計
画
出
荷
等
の
流
通
の

効
率
化
を
考
え
る
と
、
い
つ
頃
ホ
タ
テ
ガ

イ
の
毒
力
が
規
制
値
を
越
え
、
最
高
義
力

は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
等
を
予
測
す

る
貝
毒
予
知
手
法
の
開
発
が
必
要
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
陸
奥
湾
で
は
自
動
観
測

ブ
イ
に
よ
り
、
水
温
、
塩
分
、
風
向
、
風

速
等
に
つ
い
て
長
年
の
デ
l
タ
を
集
め
て

い
ま
す
。
自
動
観
測
フ
イ
の
水
温
、
塩
分

等
の
デ
l
タ
と
デ
イ
ノ
フ
イ
シ
ス
・
フ
ォ

ル
テ
イ
の
出
現
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
た

と
こ
ろ
、
水
瓶
、
指
分
等
の
環
境
要
因
と

5. 

12 

10 

酬
思
召

10 

咽
部
苛

12 

つ
分
か
っ
て
来
ま
し
た
が
、
今
後
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
甲
」
と
が
多
く
あ

り
ま
す
。
今
後
貝
毒
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
生

態
、
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
貝
毒
蓄
積
、
排
出
機

構
等
の
生
理
生
態
の
究
明
と
併
せ
貝
毒
の

予
測
手
法
等
に
努
力
を
傾
注
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
年
も
含
め
今
後

五
ヶ
年
に
わ
た
り
貝
毒
被
害
防
止
対
策
事

業
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
本
事
業
の
中
で

さ
ら
に
調
査
研
究
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
精
度

を
高
め
る
努
力
が
必
要
で
す
。

デ
イ
ノ
フ
イ
シ
ス
・
フ
ォ
ル
テ
イ
の
出
現

数
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
関
係
式
か
得
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
関
係
式
か
ら
得
ら
れ
た

予
測
値
と
実
際
の
デ
イ
ノ
フ
イ
シ
ス
・
フ

ォ
ル
テ
ィ
の
数
の
推
移
と
を
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
図
6
の
よ
う
に
あ
る
程
度
重
な
る

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
こ
れ
ま
で
の
結

果
か
ら
、
貝
毒
の
苔
積
機
構
等
が
少
し
ず

6. 
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研
修
を
終
え
て

サ
ン
タ
カ
タ
リ
|
ナ
州

ア
ド
リ
ア
|
ノ
・

w
・
c-
マ
レ
ン
ズ
イ

私
は
、

青
森
県
と
友
好
関
係
に
あ
る
ブ

ラ
ジ
ル
の
サ
ン
タ
カ
タ
リ
l
ナ
州
か
ら
青

森
県
の
海
外
技
術
研
修
員
と
し
て
、
州
政

府
の
推
薦
に
よ
り
昨
年
七
月
に
水
産
増
殖

セ
ン
タ
ー
に
ま
い
り
ま
し
た
。

年
齢
は
三
十
一

歳
で
、
委
と

一
人
の
子

供
が
お
り
、
イ
タ
ジ
ャ
イ
総
合
大
学
で
講

師
と
し
て
学
生
に
動
物
学
の
講
義
を
す
る

青森県水産増殖センターだより第67号

か
た
わ
ら
、
カ
キ
と
ム
ラ
サ
キ
ガ
イ
の
増

養
殖
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
サ
ン
タ
カ
タ
リ
l
ナ

州
は
、
面
積
が
約
九
万
六
千
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約
四
五

O
万
人
で

す
。
撃
未
と
し
て
は
特
に
油
業
が
盛
ん
で
、

ブ
ラ
ジ
ル
の
全
漁
業
生
産
九
O
万
ト
ン
の

う
ち
第

一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
魚
種
は

サ
ル
ジ
ン
ニ
ヤ
(
い
わ
し
)
が

一

番
多
く
、
私
も
よ
く
食
べ
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
日
本
の
よ
う
に

魚
の
刺
身
を
食
べ
る
習
慣
は
な
く
、

サ
ル
ジ
ン

ニ
ャ
も
ト
マ
ト
ソ
l
ス

と
植
物
油
で
加
工
し
た
缶
詰
に
し

て
食
べ
ま
す
。

養
殖
で
は
、
エ
ビ
、
ム
ラ
サ
キ

イ
ガ
イ
、
カ
キ
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
ム
ラ
サ
キ
イ
ガ
イ
、

カ
キ
は
単
価
が
安
い
と
い
う
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
三
月
ま

で
の
九
ヵ
月
間
、
魚
貝
藻
類
の
増

養
殖
技
術
に
つ
い
て
研
修
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
中
で

特
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
と
ウ
ニ
の
知
識

を
私
の
こ
れ
か
ら
の
仕
事
、
ひ
い

て
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
水
産
振
興
の
た

め
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

研
修
期
間
中
は
、
県
外
へ
の
研

修
旅
行
や
ネ
ブ
タ
参
加
な
と
た
く
さ
ん
の

楽
し
い
体
験
が
あ
リ
、
ま
た
個
人
的
に
も

家
族
を
呼
び
寄
せ
た
り
、
父
の
不
幸
に
よ

り
一
時
帰
国
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

今
、
無
事
に
研
修
を
終
え
る
に
あ
た
り
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
北

村
知
事
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
青
森
で
過
ご
し
た
数
々
の
良
い
想

い
出
を
決
し
て
忘
れ
な
い
こ
と
で
し
ょ

う
。
特
に
、
日
本
の
皆
さ
ん
の
誠
実
な
人

柄
は
私
の
生
涯
の
教
育
の
財
産
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ム
イ
ン
ト・

オ
ブ
リ
ガ
l
ド
。

~ 

キタムラサキウニ人工採苗の研修中のマレンズィさん。
円内は彼の飼育した稚ウニ (2mm)。


